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を電子カガレテで共
数
域
師.コメディカルが
で質の高い

山形県、鶴岡地区医師会が2002年から導入している、

医療連携型電子カルテシステム「Net4U」。

地域医療機関の3分の1が参加し、登録患者の数も

年々増加している。先進的な取り組みを

積極的に受け入れる医師会の柔軟さと周囲の支えもあつて、

地域に必要とされている真のチーム医療を実現した。

地区医師会が積極推進

登録患者7,500人を突破

病院、診療所、介護福祉施設、検

査センターの4つ の医療関係機関 (

4units;4U)を 電子ネットワークで

連携させ、
“
あなた (患者)の ため

の医療
"を
提供する 「RttU(ネ ット・

フォー ・ユー)」。山形県の鶴同地区

医師会が 2002年 に導入して以来、

登録息者数は05年 11月 の時点で

7,530人に達し、現在も毎月 100人

のペースで増え続けている。IT連

携の実稼動事例としては稀有な成功

例といえよう。「医師も事務方も、

みんなでがんばっていますから。医

療連携への高いモチベーションがあ

ればこそです」と、同医師会の理事

を務め、Net4U運 営の中心人物でも

ある三原一郎氏 (三原皮膚科院長)

は語る。

鶴岡地区医師会がカバー

する医療圏は、鶴岡市と三

川町、人口およそ 15万人の

地域である。医療機関の数は約 100

施設。郷里でもあるこの地に三原氏

が開業したのは、1993年のことだ。

当時は、ITと いう言葉も普及して

おらず、三原氏自身、コンピュータ・

ネットワークで電子カルテを共有す

ることなど、まったく考えていなか

ったという。しかし、東京都新宿区

の医師会が先行して取り組んでいた、

コンピュータを活用して息者情報を

管理する 「ゆ―ねっと」の存在を知り、

刺激を受けた。97年 、三原氏と医

師会の若手メンバーは、情報化を推

進するため、医師会事務局と地域の

各医療機関、訪問看護ステーション

等を相互に結ぶイントラネットを構

築。これがNet4Uの 母体となった。

その後、経済産業省の平成 13年

三原一郎氏

度補正予算事業 「先進的IT活 用に

よる医療を中心としたネットヮーク

化推進事業」に参画。2002年 、ネ

ットワーク化された電子カルテシス

テム 「Net4U」 を、 2億 円を投じて

開発し、運用開始にこぎ着けた。「医

師会の積極性、柔軟性があってこそ

IT連 携は可能だった」(三原氏)と

振り返るように、鶴同地区医師会が

この取り組みを積極的に推し進めた

ことがNet4U誕 生の大きな原動力

となった。

「ひとりの息者さんに複数の医師

やコメディカルがかかわり、情報を

共有しながら質の高い医療を提供で

きるようになりました。電子カルテ

の共有により、院内ではなく地域に

よるチーム医療が可能になったのです」
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図3 Net4Uのメイン画面

を与えるだけでなく、医師同士の連帯

感と、地域医療への思いを高揚させる。

「息者情報の共有以上に、医師同士で

緊密なコミュニケーションを取ることが、

医療の質を向上させるのだと思います。

それがNet4Uの最大のポイントかもしれ

ません」(三原氏)

セキュリティ対策は

運用がより大切

本人認証システム導入も視野

カルテをネットワーク上で共有す

るとなると、常に問題になるのがセ

キュ リテ ィ面 だ。N e t 4 U では、

VPN (Virtual Private Network)

システムを採用 している。これは、

共有ネットワーク上にプライベー ト

ネットワークを構築して暗号化する

ことで、第三者による閲覧や改ざん

を防ぐ技術である。三原氏は、「セ

キュリティに完璧はない。システム

に頼るより運用がより重要。そのた

めに、監査を含めた Net4U運 用規

則を作成しました」と、その管理体

制に自信を見せる。地域開業医のな

かには、カルテをNet4U内 でオー

プンにすることへの不安を理由に

Net4Uへ の参加に二の足を踏む医師

図4 紹 介状画面

もいるというが、「セキュリティ対

策以外にも、運用上のルールとして、

カルテの共有は息者さんが同意した

ケースにのみ適用されるわけであり、

安心だと考えています。ただし、今

後は
“
なりすまし

"を
防止するために、

本人認証用のICカ ー ドの導入も検

討しています」(三原氏)と のことだ。

05年 11月現在、病院5施 設、診

療所 28施 設、訪問看護ステーショ

ン1施設、臨床検査センター 1施設

が参加しており、運用範囲は地域医

療機関の 3分 の 1を 占めるまでに広

がってV るヽ。Net4Uの  「4U」 が
“
for you"の意味も併せ持つ同シス

テムは、地域患者の安心と医療の質

の向上に大きく寄与 しているので

ある。

事務方の支援背景に

低コストで維持・運用

三原氏にしてみれば、このような

システムを構築すること自体は 「難

しいことで1まなかった」 という。

IT連携をスタートさせる以前から、

頻繁に医師同士で顔を合わせていた

ため、人と人とのネットワークの上

台があったことで連携は比較的スム

―ズだった。むろん、参加医師たち

の努力もあった。「イントラネット

開始当初は、メールを週番制で配信

しあったり、地域のなかでパソコン

の練習をしたりもしました。インフ

ラをつくるのは簡単なことです。問

題は、それをいかに使用してもらう

のか。たいへんなのは仕組みをつく

った後ですよ」(三原氏)

電子カルテをスムーズに共有する

には、医師の努力だけでは足りない

というのが、三原氏の実感だ。シス

テムの運用費は医師会が全額負担し

ているが、年間30tl万円程度である。

他地域のIT連 携では、システムの

維持に年間 1,000～4,000万円ほど

かかるケースが多く、Net4Uは 格安

と言ってよいだろう。その理由のひ

とつとして、専門業者にサポートを

委託していないことが挙げられるの

だが、「各医療機関の端末にトラブ

ルが発生したときなどは、医師会の

事務方さんに対応してもらっています」

と三原氏。

サポート役としてフル回転してい

る一人が、鶴岡地区医師会の庶務課

で電算係を務める遠藤貴恵さんだ。

医師会内での業務をこなすかたわら、

ネットワークに参加している各医療
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